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高速度赤外線カメラで観察した

     沸騰熱伝達メカニズム


Abstract

沸騰熱伝達は単相の対流熱伝達やふく射伝熱などの他の伝熱形態と比較して高い熱伝
達率を有するため，電動車両用パワー半導体や高輝度光源など，様々な高発熱密度体

の冷却への応用が考えられている．高い熱伝達率
をもつことは広く知られている事実であるが，そ
の理由を明確に答えることは今でも難しい．我々
のグループでは，MEMSセンサや高速度赤外線カ
メラ，感温塗料を用いた現象の直接観察で熱伝達
メカニズムを調べることを方針として研究を行っ
てきた．本講演では，高速度赤外線カメラを用い
た沸騰伝熱面表面の温度・熱輸送分布の高時空間
分解能計測を通じて調べた壁面熱伝達メカニズム
について説明する．  
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